
しろさと議会だより　№613

▽
専
決
処
分
第
７
号
（
令
和
元

年
度
城
里
町
一
般
会
計
補
正

予
算
第
５
号
）
の
承
認
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

追
加
補
正
額

１
，
９
２
２
万
円

予
算
総
額

１
１
３
億
３
５
万
５
千
円

▽
城
里
町
公
共
下
水
道
事
業
受

益
者
負
担
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
事
業
計
画
の
拡
大
に
よ
り
、

新
た
な
地
区
に
負
担
金
を
賦

課
す
る
に
あ
た
り
、
第
４
負

担
区
を
設
け
る
も
の
）

▽
成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の

制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化

等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施

行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
成
年
被
後
見
人
等
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
、
不
当
な
差
別

を
さ
れ
な
い
よ
う
、
欠
格
条

項
の
文
言
を
削
除
す
る
も

の
）

▽
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例

の
整
備
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

町
条
例
の
一
部
を
改
正

	

（
嘱
託
職
員
、
臨
時
職
員
、

非
常
勤
特
別
職
の
一
部
が
会

計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す

る
こ
と
か
ら
、
任
用
、
勤
務

条
件
等
に
関
し
必
要
な
事

項
、
引
用
条
項
等
を
改
正
す

る
も
の
）

▽
城
里
町
会
計
年
度
任
用
職
員

の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

町
条
例
の
制
定

	

（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給

与
、
費
用
弁
償
、
手
当
等
の

支
給
に
関
し
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
）

▽
城
里
町
人
事
行
政
の
運
営
等

の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

町
条
例
の
制
定

	

（
給
与
、
人
事
評
価
、
任
免

及
び
職
員
数
に
関
す
る
状
況

等
11
項
目
の
ほ
か
、
公
平
委

員
会
の
業
務
状
況
に
つ
い
て

翌
年
度
の
２
月
末
日
ま
で
に

公
表
す
る
よ
う
規
定
す
る
も

の
）

▽
城
里
町
農
業
集
落
排
水
事
業

債
償
還
準
備
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例
に
つ
い
て

町
条
例
の
廃
止

	

（
農
業
集
落
排
水
事
業
推
進

交
付
金
を
積
み
立
て
て
い
た

が
、交
付
が
終
了
し
た
た
め
、

町
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
）

第４回定例会で決まったこと

　

第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
10
日
か
ら
17
日
の
８
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、
上
遠
野
町
長
か
ら
専
決
処
分

１
件
・
条
例
改
正
・
制
定
等
５
件
・
条
例
廃
止
１
件
・
契
約
の
締
結
１
件
・
補
正
予
算
７
件
・
人
事
案
件

２
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
議
員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ

れ
、
修
正
案
を
可
決
、
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い
て
は
す
べ
て
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
２
件
、
報
告
30
件
が
あ
り
ま
し
た
。

第４回
定例会

専
決
処
分

条
例
改
正
・
制
定
等

条
例
廃
止

承
　
認

可
　
決

可
　
決

　

こ
の
条
例
は
「
非
正
規
」

と
い
う
名
称
は
な
く
な
っ
た

も
の
の
、
非
正
規
職
員
に
対

し
法
的
な
根
拠
を
与
え
固
定

化
し
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

繋
が
り
か
ね
な
い
も
の
。
第

２
は
、
任
用
期
間
の
限
度
を

３
年
ま
で
５
年
ま
で
と
定
め

て
も
、
労
基
法
す
ら
無
視
す

る
権
利
ま
で
な
く
な
る
制
度

で
あ
り
、
雇
い
止
め
に
つ
な

が
る
。
第
３
は
、
会
計
年
度

任
用
職
員
へ
の
給
付
に
つ
い

て
、
フ
ル
タ
イ
ム
は
給
料
、

各
種
手
当
支
給
対
象
に
な
る

が
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
は
報

酬
、
期
末
手
当
の
み
。
正
規

の
公
務
員
を
減
ら
す
条
例
に

は
賛
成
で
き
な
い
。

反
対
討
論

藤
咲　

芙
美
子　

議
員
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▽
城
里
町
衛
生
セ
ン
タ
ー
延
命

化
工
事
の
契
約

増
税
分
を
増
額
変
更
す
る
も
の

変
更
請
負
金
額

４
億
９
，
０
０
５
万
円

変
更
に
よ
る
増
額

８
９
１
万
円

契
約
の
相
手
方

	

東
京
都
港
区
港
南
１
丁
目

	

７
番
18
号

	

水
ｉ
ｎ
ｇ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

	

株
式
会
社　

首
都
圏
支
店

契
約
方
法

　

随
意
契
約

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に

つ
い
て

	

（
８
名
の
議
員
よ
り
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
可
決
）

追
加
補
正
額
（
修
正
前
）

１
億
５
，
２
５
１
万
４
千
円

修
正
内
容

　

衛
生
費
の
自
動
車
購
入
費
用

等
を
削
除

△
１
，
４
４
０
万
円

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
設
定
す
る
34
件
の
債

務
負
担
行
為
の
う
ち
、
以
下

の
４
件
を
削
除

・
城
里
町
地
域
活
性
化
イ
ベ
ン

ト
等
補
助

・
江
戸
川
区
都
市
交
流
田
植
え

稲
刈
り
体
験
事
業
補
助

・
城
里
町
七
会
町
民
セ
ン
タ
ー

グ
ラ
ウ
ン
ド
維
持
管
理
業
務

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

追
加
補
正
額

１
億
３
，
８
１
１
万
４
千
円

総
額

１
１
４
億
３
，
８
４
６
万
９
千
円

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
に
つ
い
て

（
事
業
勘
定
）

追
加
補
正
額

１
，
１
０
０
万
円

予
算
総
額

２
３
億
３
，
９
９
９
万
２
千
円

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
１
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
に
つ
い
て

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
１
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

▽
令
和
元
年
度
城
里
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

に
つ
い
て

（
収
益
的
収
入
及
び
支
出
）

補
正
額

△
２
，
４
３
０
万
円

収
入
支
出
予
定
額

７
億
３
，
１
４
０
万
６
千
円

令
和
元
年
４
月
１
日
か
ら
契

約
の
履
行
を
し
な
け
れ
ば
業

務
に
支
障
が
生
じ
る
も
の
に

つ
い
て
２
件
の
債
務
負
担
行

為
を
設
定
す
る
も
の

契
約
の
締
結

可
　
決

補
正
予
算

可
　
決

第４回定例会で決まったこと

城里町衛生センター

石塚浄水場
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可
　
決

人
　
　
事

同
　
意

陳
　
　
情

発
　
　
議

採
　
択

可
　
決

提
出
者

関　
　
　

誠
一
郎　

議
員

第４回定例会で決まったこと

▽
国
道
１
２
３
号
線
沿
い
（
城

里
町
那
珂
西
）
振
動
に
関
す

る
陳
情

▽
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共

交
通
を
維
持
・
活
性
化
す
る

施
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情

▽
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
導
入
に
反

対
し
、
タ
ク
シ
ー
等
の
公
共

交
通
を
維
持
・
活
性
化
す
る

施
策
推
進
を
求
め
る
意
見
書

衆
議
院
議
長
、参
議
院
議
長
、

内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大

臣
、
国
土
交
通
大
臣
、
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
（
規
制
改

革
）
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

▽
城
里
町
政
治
倫
理
審
査
会
委

員
の
選
任
に
つ
き
同
意
を
求

め
る
こ
と
に
つ
い
て

次
の
方
の
選
任
に
同
意
し
ま

し
た
。

松
村　
　

孝
氏（
つ
く
ば
市
）

江
幡　

幸
子
氏
（
石
塚
）

横
倉　

好
夫
氏
（
石
塚
）

小
幡　

利
克
氏
（
粟
）

和
田　

雅
治
氏
（
阿
波
山
）

川
又　

重
光
氏
（
塩
子
）

令
和
元
年
12
月
20
日
か
ら
２

年
間
。

▽
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ

い
て

次
の
方
の
推
薦
を
可
決
し
ま

し
た
。

久
保
田　

殿
司
氏（
上
青
山
）

松
﨑　
　
　

忍
氏
（
増
井
）

小
山　

ま
り
子
氏（
那
珂
西
）

委
嘱
さ
れ
た
日
か
ら
３
年

間
。

賛
同
者

阿
久
津　

則　

男　

議
員

河
原
井　

大　

介　

議
員

薗　

部　
　
　

一　

議
員

藤　

咲　

芙
美
子　

議
員

猿　

田　

正　

純　

議
員

加
藤
木　
　
　

直　

議
員

桜　

井　

和　

子　

議
員

杉山議員に対する議員
辞職勧告決議について

対
発議第６号

　2012年（平成24年）頃から、インターネット投稿サイト上に城里町議会議員の誹
謗中傷の書き込みが始まり、その後７年間ものあいだ、ずっと誹謗中傷の書き込みが
続いていた。
　小圷孝議員が議長になってから、小圷議長に対する誹謗中傷が増え、その異常さに
身の危険を感じた小圷議長は、昨年、インターネット投稿サイトに開示請求をしたと
ころＮＴＴドコモからの書込みであると判明した。
　次に、そのＮＴＴドコモに対し、書込み者の開示請求の訴えを起こしたところ、令
和元年７月８日に東京地方裁判所にて名誉棄損であると認められ勝訴したところであ
る。
　この判決により、令和元年７月25日にＮＴＴドコモは書込み者の情報開示に応じ、
茨城県東茨城郡城里町大字粟412の杉山清議員の氏名が開示されたものである。
　昨今、インターネットでの誹謗中傷が社会問題となっている。
　2019年１月に、大分県宇佐市では、インターネットの掲示板で同僚の市議会議員
を中傷したとして、宇佐市の市議が名誉毀損の疑いで書類送検され辞職した事件があ
った。
　また、2019年８月、常磐自動車道で起きた「あおり運転事件」で、無関係の女性
を犯人扱いし、ネットに書き込みをし、名誉棄損で訴えられていた豊田市の市会議員
も辞職している。
　インターネットは世界に発信されている。投稿された記事は、城里町だけでなく、
世界に訴えていたことになり、今も書き込みは残っている。
　我々、議会議員は選挙で選ばれた公人であり、町民の見本とならなくてはならない
立場である。
　よって、我々は杉山清議員に対し、東京地方裁判所の判決で「杉山清」の名前が開
示された事実を重く受け止め、直ちに議員辞職するよう強く求めるものである。
　以上、城里町議会として、杉山清議員の議員辞職勧告を決議する。
　令和元年12月17日

茨城県東茨城郡城里町議会


